
療養補償給付たる病養の費用請求書の書き方

（１）事故の発生日又は発病の日を正確に記入する。

（２）銀行等に振込む場合は、請求人本人の口座番号を記入する。

（３）事業主の証明が必要になる。ただし、第2回目以降の請求で離職後である場合
　　　には、不要。

（４）最終の投薬期間も算入して記入する。

（５）診療を行った医師又は歯科医師の証明を受ける。

（６）付添看護人を必要とした場合の費用又は病院等が遠距離の場合の移送に要し
　　　た費用等を記入する。この場合は、要した費用の請求書又は領収書等を添付
　　　する。

（７）自筆による署名の場合には、押印は不要。

（８）◯は、労働者の直接所属する事業場が一括適用の取扱いをしている支店、工
　　　場、工事現場等の場合に記入する。

（９）◯は、どのような場所で、どのような作業をしているときに、どのような物
　　　で又はどのような状況において、どのようにして災害が発生したかを簡明に
　　　記入する。
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